


































ある入学年度の医学部 1 年生を対象にして、10 月
から翌年 2 月までの学年後期に行った生物学の講義を
調査した。授業は 90 分間で 15 回おこない、受講生は
104 名からなる。教室は縦長の階段教室で、座席は 1








1 回、中央の座席に 10 回、後方の座席に 3 回着席し、
授業を 1 回欠席したとする。図 1 の数値を当てはめて
合計した値を出席回数 14 で割ると、平均値 2.1 が求ま










教室内の座席を教壇から見て前方 1 列～ 5 列目、中




































水準 5％で両側検定の t 検定を行うと、前方グループ
と後方グループの間で t (59) = 0.005, p = 0.009 であり、




点～ 69 点の間に分布し、前方グループの 4 名、中央グ



















比べて有意に低い（ t (75) = 0.00015, p = 0.0003）。前方
グループと後方グループの間、および前方グループと
中央グループの間に有意差がない。また、2 年次のク
























前方 （1～5列） 27 14.3
中央 （6～10列） 43 12.0
後方 （11～15列） 34 13.0
座席 人数 平均点 標準偏差
前方 27 76.3 10.5
中央 43 77.2 11.2
後方 34 69.1 10.0
全体 104 74.3 11.2
1年次の座席 平均点 標準偏差
前方 （27名） 73.7 5.2
中央 （43名） 75.0 4.5
後方 （34名） 71.0 4.5
全体 （104名） 73.4 5.0
表 2　生物学本試験の得点
図 2　後方座席のリスク
表 3　２年次全 20 科目の総合得点
3教室内の座席位置と成績の関係
めるとき、後方座席の問題点を具体的に説明して注意
を喚起する。これは、暗黙あるいは無意識に知ってい
る後方座席の問題を学生に改めて意識させる効果があ
る。毎回の授業において小テストなどを実施して、学
生の注意が授業に向くように工夫する。正解するため
に、授業を聴くようになることが期待される。
著者は、クリッカーを使って、授業中に随時、学生に
質問を問いかけた。初等教育や中等教育では、授業中
に生徒によく問いかける。問いかけには、優れた効果
があるからだと思う。大学の講義では人数が多いため、
なかなか問いかけができない。図 3 に示したように、
クリッカーと呼ぶリモコンを使えば、受講生全員に質
問を問いかけ回答を得ることができる。授業の開始時
に、自分の ID がついたクリッカーを学生がもってい
く。授業中に多肢選択問題をスクリーンに映すと、各
自がクリッカーのボタンを押して回答を送って来る。
回答は USB 受信機からパソコンに入り集計されてス
クリーンに映し出される。回答結果は教員も学生も気
になるもの、皆さんが集計スクリーンを注視する。自
分が授業に参加しているという一体感が出てくる。ま
た、回答結果はパソコンに記録されて、クラス全員の
成績をだすことができる。質問、回答、解説のサイク
ルに費やす分だけ授業時間が圧迫されるが、学生の注
意をひきつける効果および小テストを実施する効果が
大きい。クリッカーを整備して教員に貸し出す大学も
ある。
6．まとめ
後方の座席にすわると成績がのびにくいことを、授
業の実践例を分析して客観的に示した。後方の座席に
は授業を聴くことに積極的でない人が見られる。その
うえ、座席があまり変わらないため、長い間、授業に集
中しにくい状況に置かれる。これが、成績が振るわな
い原因ではないかと考える。後方座席の問題を、暗黙
あるいは無意識に多くの学生が知っている。成績不振
におちいるリスクがあることを説明し、改めて後方座
席の問題を意識させたい。授業中に小テストを実施す
ることもまた、学生の注意を授業にひきつけるのに有
効である。後方座席に多い成績下位層のレベルアップ
こそ、クラス全体の成績向上につながる。
1 多肢選択問題を
スクリーンに映す
2 クリッカーを
押して答える
3 全員の回答結果
がグラフにでる
4 正解を解説する
再度、質問する
図3 クリッカーを使った問いかけの流れ図 3　クリッカーを使った問いかけの流れ

